2008.７.５　作成：菅原

地球環境時代における教育小委員会　第１回議事録(案)
■日時：平成20年　５月　23日（金）　18:00～20:10
■場所：建築会館　305会議室
■出席者：宿谷昌則（武蔵工業大学）、菅原正則（宮城教育大学）、高橋達（東海大学）、
　　　　　妹尾理子（香川大学）、田中稲子（横浜国立大学）、西川竜二（秋田大学）、
　　　　　平石年弘（明石工業高等専門学校）、吉野泰子（日本大学）、北瀬幹哉（フリー）
　　　　　：９名
■資料：１－０
地球環境時代における教育小委員会　第１回　議事次第
　　　　１－１
地球環境時代における教育小委員会　第４回　議事録（案）／菅原委員
　　　　１－２
ため池王国播磨での地域連携による環境教育／平石委員
　　　　１－３－１
新しい学習指導要領（家庭科）と住環境教育／西川委員

　　　　１－３－２
平成20年３月28日告示　小学校新しい学習指導要領の内容とポイント／西川委員

　　　　１－３－３
平成20年３月28日告示　中学校新しい学習指導要領の内容とポイント／西川委員

　　　　１－３－４
「教育課程部会におけるこれまでの審議のまとめ」に関する意見





（日本家庭科教育学会　中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会宛）





／西川委員

　　　　１－４
地球環境本委員会　情報交流フォーラム（2008.３.４）での委員会活動報告／高橋委員
■議事：
１．議事録確認
　前回議事録案（資料１－１）は、承認された。
２．ため池王国播磨での地域連携による環境教育
　平石委員から標記（資料１－２）について話題提供があった。

　栄養塩濃度が高くなった皿池を浄化するために、浚渫ではなく井戸水やチナンパを用いる。このとき集めた間伐材を古代住居の復元や燃料に役立てる。井戸掘りを含め、これらの作業を環境・ものづくり教育の一環として取り組む。
３．地球環境委員会情報交流フォーラム（2008/３/４）での委員会活動報告
　高橋委員から標記（資料１－４）について報告があった。
　国総研の平野氏や建築家の某氏から、前向きな反応があった。

　本委員会からは成果発表を求められた。

４．新しい学習指導要領（家庭科）と住環境教育
　西川委員から標記（資料１－３－１～１－３－４）について話題提供があった。

　特に小学校家庭科の「快適な住まい方」において、季節の変化、暑さ・寒さ、通風・換気、採光の全てを扱うことになった。また「身近な消費生活と環境」においても環境に配慮したものの活用などについて、実践的な学習が設定された。
５．教材・教育システムの事例公開プラットフォームの登録準備状況
　昨年度第３回委員会で決めたように、６月頃を目処に一人一件以上投稿することを確認した。

６．次回開催日
　次回委員会は、８月20日（水）16:00～18:00に、建築会館会議室で行うことになった。

　話題提供は下記の予定。

　　・吉野（泰）委員

　　・田中委員・妹尾委員「世田谷区　住情報センターでのWS計画」
　　・宿谷主査「ENEX展について」

以上
